
 

 

  

 

  

 

 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第７回大会の様子 

 

 

 

 

金
谷
地
区
と
林
崎
地
区
を
結
ぶ
市
道
金
谷
東
浦
線
が
、

三
月
末
ま
で
に
舗
装
工
事
を
終
え
開
通
し
ま
し
た
。 

金
谷
・
林
崎
間
は
県
道
の
ほ
か
両
地
区
を
結
ぶ
主
要
な

道
路
が
な
く
、
県
道
は
朝
夕
の
交
通
量
も
多
く
路
側
も
狭

い
こ
と
か
ら
、
子
供
た
ち
の
安
全
な
通
学
路
や
迂
回
路
と

し
て
の
道
路
整
備
を
平
成
十
四
年
か
ら
要
望
し
て
い
ま

し
た
。 

平
成
十
七
年
か
ら
測
量
に
入
り
、
平
成
二
十
年
か
ら
延

長
四
三
八
ｍ
の
道
路
改
良
・
舗
装
工
事
を
行
っ
た
も
の
で

す
。 待

望
の
開
通
に
あ
た
り
、
四
月
一
日(

日)

に
交
通
安
全

祈
願
を
行
い
、
完
成
の
祝
賀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

おおくら 
   ★市民センターだより★ 

 

  
平成２４年５月１日発行 

 

第 １７ 号 
 

大倉地区市民センター 

Tel/ FAX 0237-55-２４１７ 

第
８
回
に
な
り
ま
す
大
倉
地
域
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
６
月
３
日(

日)

に
開
催
さ
れ
ま

す
。 昨

年
度
同
様
コ
ー
ス
を
増
や
し
、
多
く
の
方

が
入
賞
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。 

団
体
の
部
は
１
チ
ー
ム
５
人
編
成
の
各
地
区

２
チ
ー
ム
ま
で(

団
体
の
部
参
加
者
は
、
個
人
の

部
に
も
あ
わ
せ
て
エ
ン
ト
リ
ー
に
な
り
ま

す
。)

、
団
体
の
部
以
外
の
個
人
の
部
は
各
地
区

１
０
名
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

大
会
要
綱
・
申
込
に
つ
い
て
決
定
次
第
、
募

集
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消
防
関
係
表
彰
受
章
者
と
新
入
団
員
の
お
知
ら
せ 

四
月
二
十
二
日(
日)

に
開
催
さ
れ
た
消
防
大
演
習
に
お
い
て
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
る
団
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
大
倉
地
域
の
受
章
者
は
左
の
と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

あ
わ
せ
て
、
今
年
度
四
月
よ
り
第
三
分
団
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◆
山
形
県
知
事
表
彰 

【
特
別
功
労
章
】 

齋
藤
昌
幸 

【
精
錬
章
】 

 
 

奥
山
幸
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 

土
田
直
樹 

【
家
族
功
労
章
】 

鈴
木
久
子 

【
永
年
勤
続
退
団
者
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

板
垣
秋
男 

 
 
 
 
 
 
 
 

石
山
礼
治 

 

◆
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰 

【
優
良
章
】 

 
 

淀
川
善
浩 

 
 
 
 
 
 
 
 

齋
藤
幸
市 

【
永
年
勤
続
章
】 

 

勤
続
三
十
年 

 

鈴
木
慶
美 

 

勤
続
二
十
五
年 

髙
橋
健
夫 

 

勤
続
二
十
年 
 

齋
藤
伸
治 

 
 
 
 
 
 
 
 

奥
山
幸
夫 

 

勤
続
十
五
年 

 

坂
部
喜
昭 

 
 
 
 
 
 
 
 

笹
原
邦
昭 

 
 

◆
消
防
協
会
北
村
山
支
部
長
表
彰 

【
永
年
勤
続
退
団
者
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

齋
藤
昌
幸 

 

◆
村
山
市
長
表
彰 

【
優
良
消
防
団
】 
鈴
木
雄
亮 

 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木
拓
弥 

 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 
渉 

 

◆
村
山
市
消
防
団
長
表
彰 

【
無
火
災
分
団
】 

第
三
分
団 

【
優
良
団
員
】 

 

鈴
木
哲
也 

 

◆
村
山
市
長
表
彰 

【
退
団
者
感
謝
状
】
齋
藤
昌
幸 

様 

笹
原
俊
一 

様 

土
田
直
樹 

様 

 

◇
大
倉
地
区
消
防
後
援
会
長
表
彰 

【
感
謝
状
】 

 
 

齋
藤
昌
幸 

様 

笹
原
俊
一 

様 

【
退
団
者
】 

分
団
長 

 
 
 

齋
藤
昌
幸 

 

第
三
部
一
班 

 

笹
原
俊
一 

 

【
昇
格
・
新
任
幹
部
】 

 

分
団
長 

 
 
 

髙
橋
健
夫 

 

副
分
団
長 

 
 

太
田
豊
幸 

 

警
備
部
長 

 
 

鈴
木
康
男 

 

第
三
部
長 

 
 

齋
藤
一
治 

 

第
三
部
一
班
長 

鈴
木
一
正 

 

第
三
部
二
班
長 

齋
藤
喜
美 

 
【
新
入
団
員
】 

 

第
三
部
一
班
員 

鈴
木
清
和 

 

第
三
部
二
班
員 

齋
藤
久
士 

 

女
性
消
防
団
員 

五
十
嵐
美
香 

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

～
村
山
地
区
交
通
安
全
協
会
大
倉
支
部
～ 

春
の
交
通
事
故
防
止
強
化
の

た
め
、
「
春
の
交
通
安
全
県
民
運

動
」(

四
月
六
日
～
十
五
日)

が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
運
動
期
間
に
お
い
て
、
交

通
事
故
防
止
・
交
通
安
全
の
啓
発

の
た
め
、
村
山
地
区
交
通
安
全
協

会
大
倉
支
部
で
は
大
倉
小
学
校

の
児
童
が
通
う
通
学
路
で
の
立

哨
指
導
や
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。 

大
倉
小
学
校
入
学
式
に
お
い

て
は
、
大
倉
支
部
か
ら
新
入
学
児

童
へ
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
、

黄
色
の
通
学
帽
子
を
贈
呈
し
ま

し
た
。 

ま
た
、
街
づ
く
り
協
議
会
か
ら

は
、
大
倉
地
域
か
ら
小
学
校
へ
入

学
し
た
全
児
童
へ
防
犯
ブ
ザ
ー

と
黄
色
傘
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三
月
三
十
一
日(

土)

に
大
倉
地
域
元
気
な
街
づ
く
り
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
の
事
業
・
決
算
の
承
認
の
ほ
か
、
平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
も
決
定
さ
て
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
主
体
と
な
っ
た
よ
り
大

倉
ら
し
い
「
元
気
な
街
づ
く
り
」
を
行
い
、
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を
集
め
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
組
織
を
改
正
し
専
門
部
会
制
を
取

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
四
年
度
役
員
及
び
委
員
（
部
会
員
）
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

大
倉
地
域
元
気
な
街
づ
く
り
協
議
会
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た 

会 

長(

理
事
長
兼) 

行
川
地
区
会
長 

鈴
木
忠
彦 

（
行
川
） 

副
会
長(

副
理
事
長
兼)

新
山
地
区
会
長 

齋
藤
勝
男 

（
新
山
） 

副
会
長(

副
理
事
長
兼)

林
崎
地
区
会
長 

齋
藤
一
雄 

（
林
崎
） 

理 

事 
 

大
上
地
区
会
長 

 
 

西
山 

眞 

（
大
上
） 

理 

事 
 

金
谷
地
区
会
長 

 
 

奥
山
眞
一 

（
金
谷
） 

理 

事 
 

中
沢
地
区
会
長 

 
 

鈴
木
達
夫 

（
中
沢
） 

理 

事 
 

南
原
地
区
会
長 

 
 

髙
橋
正
四 

（
南
原
） 

 

◆
防
災
安
全
部
会 

部
会
長 

 

理
事 

 
 
 
 
 
 

奥
山
眞
一 

（
金
谷
） 

副
部
会
長 

理
事 

 
 
 
 
 
 

鈴
木
達
夫 

（
中
沢
） 

副
部
会
長 

消
防
団
第
３
分
団
長 

髙
橋
健
夫 

（
新
山
） 

副
部
会
長 

大
倉
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長 

齋
藤
ケ
イ
子
（
大
上
） 

副
部
会
長 

村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
林
崎
地
区
理
事 

石
川
俊
美 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

消
防
団
第
３
分
団
副
分
団
長 

太
田
豊
幸 

（
行
川
） 

部
会
員 

 

消
防
団
第
３
分
団
林
崎
大
上
地
区
担
当 

竹
村 

享 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

消
防
団
第
３
分
団
金
谷
南
原
地
区
担
当 

野
口 

勝 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

消
防
団
第
３
分
団
行
川
地
区
担
当 

鈴
木
孝
志 

（
行
川
） 

部
会
員 

 

消
防
団
第
３
分
団
中
沢
地
区
担
当 

鈴
木
一
正 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

消
防
団
第
３
分
団
新
山
地
区
担
当 

齋
藤
一
治 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長 

鈴
木
キ
ク
ヨ
（
林
崎
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長   

渡
辺
博
子 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

行
川
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長   

安
孫
子
日
登
美
（
行
川
） 

部
会
員 
 

中
沢
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長 

鈴
木
し
づ
子
（
中
沢
） 

部
会
員 

 

新
山
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長 

齋
藤
ヨ
シ
子
（
新
山
） 

部
会
員 

 

南
原
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長   

齋
藤
和
子 

（
南
原
） 

部
会
員 

 

村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
長  

鈴
木
健
治 

（
行
川
） 

 

部
会
員 

 

村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
大
上
地
区
理
事 

植
松 

悟 

（
大
上
） 

部
会
員 

 

村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
金
谷
地
区
理
事 

石
川
真
二 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
中
沢
地
区
理
事 

鈴
木 

清 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 
村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
新
山
地
区
理
事 

齋
藤
正
広 

（
新
山
） 

部
会
員 

 
村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
南
原
地
区
理
事 

遠
藤
正
人 

（
南
原
） 

部
会
協
力
員 

消
防
団
第
３
分
団
警
備
部
長 

鈴
木
康
男 

（
中
沢
） 

 

◆
長
寿
安
心
部
会 

部
会
長 
 

理
事 

 
 
 
 
 
 

鈴
木
達
夫 

（
中
沢
） 

副
部
会
長 

理
事 

 
 
 
 
 
 

奥
山
眞
一 

（
金
谷
） 

副
部
会
長 

大
倉
地
区
婦
人
会
会
長 

奥
山
し
げ
子
（
中
沢
） 

副
部
会
長 

行
川
新
山
地
区
担
当
民
生
委
員 

平
山
久
夫 
（
行
川
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
婦
人
会
副
会
長 

笹
原
真
由
美
（
中
沢
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
婦
人
会
会
計 

髙
橋
千
代
子
（
新
山
） 

部
会
員 

 

大
上
地
区
婦
人
会
会
長 

土
屋
ミ
キ
子
（
大
上
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
婦
人
会
会
長 

菊
地
裕
子 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

金
谷
地
区
婦
人
会
会
長 

奥
山
敏
子 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

行
川
地
区
婦
人
会
会
長 

兵
庫
修
子 

（
行
川
） 

部
会
員 

 

中
沢
地
区
婦
人
会
会
長 

奥
山
富
美
子
（
中
沢
） 

部
会
員 

 

新
山
地
区
婦
人
会
会
長 

柴
田
睦
子 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

南
原
地
区
婦
人
会
会
長 

安
達
く
に
子
（
南
原
） 

部
会
員 

 

大
上
地
区
担
当
民
生
委
員 

齋
藤
ケ
イ
子
（
大
上
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
担
当
民
生
委
員 

齋
藤
喜
芳 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

金
谷
南
原
地
区
担
当
民
生
委
員 

石
川
敬
悦 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

中
沢
地
区
担
当
民
生
委
員 

櫻
井
和
子 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
主
任
民
生
児
童
委
員 

渡
辺
勝
義 

（
金
谷
） 

 

◆
美
し
い
郷
景
観
部
会 

部
会
長 

 

理
事 

 
 
 
 
 
 

西
山 

眞 

（
大
上
） 

副
部
会
長 

理
事 

 
 
 
 
 
 

髙
橋
正
四 

（
南
原
） 

副
部
会
長 

中
沢
地
区
会
計 

    

笹
原
元
夫 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
副
会
長    

鈴
木
光
雄 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

新
山
地
区
副
会
長    

齋
藤 

栄 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

南
原
地
区
副
会
長    

佐
藤 

通 

（
南
原
） 

部
会
員 

 

大
上
地
区
会
計    

 

工
藤
芳
美 

（
大
上
） 

部
会
員 

 

金
谷
地
区
会
計     

鳥
村 

進 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

行
川
地
区
会
計     

平
山
正
三 

（
行
川
） 

 

◆
ふ
る
さ
と
部
会 

部
会
長 

 

理
事 

 
 
 
 
 
 

髙
橋
正
四 

（
南
原
） 

副
部
会
長 

理
事 

 
 
 
 
 
 

西
山 

眞 

（
大
上
） 

副
部
会
長 

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員   

平
山
龍
一 

（
金
谷
） 

副
部
会
長 

大
倉
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

齋
藤
里
美 

（
南
原
） 

部
会
員 

 

大
上
地
区
副
会
長    

奥
山
七
郎 

（
大
上
） 

部
会
員 

 

金
谷
地
区
副
会
長    

早
坂
正
士 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

行
川
地
区
副
会
長    

鈴
木
勇
夫 

（
行
川
） 

部
会
員 

 

中
沢
地
区
副
会
長    

鈴
木
道
幸 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
会
計    

 

齋
藤 

隆 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 
新
山
地
区
会
計    

 

齋
藤
美
智
男
（
新
山
） 

部
会
員 

 
南
原
地
区
会
計    

 

土
田
一
夫 

（
南
原
） 

部
会
員 

 

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員   

五
十
嵐
美
香
（
行
川
） 

部
会
員 

 

大
上
地
区
体
育
指
導
員  

鈴
木
千
晶 

（
大
上
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
体
育
指
導
員  

笹
原 

崇 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

金
谷
地
区
体
育
指
導
員  
阿
部
光
一 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

金
谷
地
区
体
育
指
導
員  

早
坂
英
樹 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

行
川
地
区
体
育
指
導
員  

鈴
木
拓
弥 

（
行
川
） 

部
会
員 

 

中
沢
地
区
体
育
指
導
員  

鈴
木
智
英 
（
中
沢
） 

 

部
会
員 

 

新
山
地
区
体
育
指
導
員  

髙
橋
直
樹 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

新
山
地
区
体
育
指
導
員  

齋
藤 

豊 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

南
原
地
区
体
育
指
導
員  

髙
橋
和
博 

（
南
原
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
会
長  

鈴
木 

渉 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
副
会
長  

髙
橋
史
直 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
会
会
長  

遠
藤
慈
世 

（
大
上
） 

部
会
員 

 

金
谷
南
原
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
会
会
長  

早
坂
勇
雄 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

行
川
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
会
会
長  

安
孫
子
信
弘
（
行
川
） 

部
会
員 

 

中
沢
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
会
会
長  

井
上
則
人 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

新
山
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
会
会
長  

齋
藤
久
士 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長  

淀
川 

曻 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長  

工
藤
一
正 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
計  

鈴
木
藤
雄 

（
行
川
） 

部
会
員 

 

中
沢
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長  

笹
原
純
太
郎
（
中
沢
） 

部
会
員 

 

新
山
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長  

齋
藤
徳
士 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

南
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長  

髙
橋
啓
一 

（
南
原
） 

部
会
員 

 

大
倉
小
学
校 

 
 

会
長  

金
子
一
志 

（
大
上
） 

部
会
員 

 

大
倉
小
学
校 

 
 

副
会
長  

井
ノ
川
康
幸 

（
小
学
校

） 

部
会
員 

 

大
倉｢

夢｣

ク
ラ
ブ
代
表  

鈴
木
健
治 

（
行
川
） 

部
会
員 

 

大
倉｢

夢｣

ク
ラ
ブ
副
代
表  

奥
山 

守 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

委
嘱
有
識
者         

笹
原 

泉 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

委
嘱
有
識
者         

齋
藤
浩
二 

（
林
崎
） 

部
会
協
力
員 

大
倉
小
学
校 

 
 

副
会
長  

笹
原
芳
彦 

（
中
沢
） 

  

監 

事 
 

消
防
団
第
３
分
団
警
備
部
長  

鈴
木
康
男 

（
中
沢
） 

監 

事 
 

大
倉
小
学
校 

 
 

副
会
長   

笹
原
芳
彦 

（
中
沢
） 

  

事
務
局 

 

大
倉
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー   

竹
村 

浩 

（
市
民
セ
ン
タ
ー

） 

事
務
局 

 

大
倉
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー   

板
垣
絵
理
子
（
行
川
） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○お
○知
○ら
○せ 

～
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
に
～ 

資
源
回
収
が
行
わ
れ
ま
す 

 

楯
岡
中
学
校
生
徒
・
大
倉
小
学
校
児
童
に
よ
る
春
の

資
源
回
収
が
行
わ
れ
ま
す
。 

ま
と
め
方
・
回
収
時
間
を
守
っ
て
効
率
的
な
回
収
が

で
き
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

期 

日 
 

五
月
十
三
日(

日)

朝 

詳
し
く
は
、
配
布
さ
れ
る
資
源 

回
収
の
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ 

さ
い
。 

  

※
回
収
に
よ
り
得
ら
れ
た
資
金 

は
中
学
校
生
徒
会
の
活
動
や
、 

子
供
た
ち
の
活
動
に
す
べ
て
使 

わ
れ
ま
す
。 

秋
の
資
源
回
収
は
十
月
七
日 

(

日)

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

大
倉
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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「
お
お
く
ら 

市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
に
は
、
各
種
お
知

ら
せ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ま
が
載
せ
た
い
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

取
材
等
も
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

移
動
図
書
館
カ
フ
ェ
が
や
っ
て
き
ま
す 

 昨
年
か
ら
始
め
ま
し
た
移
動
図
書
館
カ
フ
ェ
を
４
月

か
ら
再
開
し
ま
し
た
。 

毎
月
１
回
大
倉
小
学
校
に
巡
回
で
来
る
自
動
車
文
庨

は
や
ま
号
が
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
も
や
っ
て
き
ま

す
。 市

民
セ
ン
タ
ー
前
の
木
陰
の
ベ
ン
チ
で
お
茶
や
お
菓

子
と
一
緒
に
休
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。 

移動図書館カフェ 
   

5 月 18 日(金)  6 月  8 日(金) 

7 月  6 日(金)  8 月 14 日(火) 

9 月  7 日(金) 10 月 12 日(金) 

11 月  9 日(金) 12 月  7 日(金) 

 

いづれも、午前 11:00～11：30 

 

はやま号は、音楽を鳴らして、お

知らせしながらやってきます。 

 

本の借り方は市立図書館と一緒

ですが、10 冊まで約 1 ケ月間借

りられる特典付きです。 

こ
ん
な
利
用
の
仕
方
も 

あ
り
ま
す
。 

 

◇
読
み
た
い
本
や
見
て
み

た
い
本
を
、
あ
な
た
だ
け
の
た

め
に
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。 

 

市
立
図
書
館
へ
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。 

 

☏ 5
5

-2
8

3
3

 
 

 

◇
本
は
な
が
め
て
、
お
茶
飲

み
と
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
と
し
て
…
。 

講
座
・教
室
の
お
知
ら
せ 

 市
民
セ
ン
タ
ー
等
を
会
場
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら

要
望
の
あ
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
、
こ
ん
な
こ
と
が
知
り

た
い
な
ど
、
ご
遠
慮
な
く
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。 

 

現
在
行
っ
て
い
る
講
座
・
教
室
・
サ
ー
ク
ル
等 

◇
詩
吟
教
室 

 

毎
月
第
２
第
４
火
曜
日
午
後
１
時
半
～
３
時 

 
 

◇
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
サ
ー
ク
ル
） 

毎
月
第
２
第
４
水
曜
日
午
後
１
時
半
～
３
時 

 
 

◇
大
倉
俳
句
会
（
サ
ー
ク
ル
） 

毎
月
第
２
金
曜
日
午
後
１
時
半
～
３
時 

 
 

※
曜
日
等
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

見
学
も
大
歓
迎
で
す
。 

花
苗
植
え
・
水
か
け
・
草
刈
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
！ 

 大
倉
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
毎
年
県
道
沿
い
に

花
の
苗
を
植
え
て
緑
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
五
月
二
十
七
日(

日)

に
行
う
予
定
で
す
の

で
、
花
を
一
緒
に
植
え
て
く
れ
る
方
、
そ
の
後
の
水
か

け
や
草
刈
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 


